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「ＡＩを活用した食品における効率的な生産流通に向けた研究開発」

研究概要図

共同研究機関



 

研究課題名 AI を活用した食品における効率的な生産流通に向けた研究開発 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄ロス削減のための課題と必要な技術（現状）

生産者
発注

（１週間程度前に発注）

出荷
（発注量に応じ日々調整）

１～３割廃棄ロス
【要因】1.過剰生産

2.規格外品の発生

[課題]
・経験・勘による生産計画
・栽培管理技術の差
・気象変動に対応した生産

販売
（POSデータは

スーパー固有情報）

廃棄ロス発生要因 課題 課題解決に必要な技術
1.過剰生産 ・経験と勘等、大まかな情報による契約栽培

と栽培計画
・収穫日の予測ができない
・出荷したい日に生育調整ができない
・余剰品の販売先がない

①流通情報収集システム
生産～消費までの流通情報の共有化により
需要に応じた契約栽培の最適化

②生育管理システム
生育予測に基づく生育コントロール

③生育予測モデル
収穫日や供給可能量の予測による適時出
荷の実現と余剰品の販路開拓に貢献

2.規格外品の発生 ・高温時等の環境要因に対応した栽培最適
化技術
葉菜類：高温時の過剰成長等
トマト：高温時の裂果、尻ぐされ等

②生育管理システム
高温時等の環境要因に対応した栽培最適
化技術による歩留まり向上

スーパーA

スーパーB

スーパーC

実需者

加工業者A

消費者

生産・需要情報の
共有化ができていない
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